
　

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ

ス
号
で
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19

に
よ
る
肺
炎
の
蔓
延
は
、
45

年
前
に
私
が
遭
遇
し
た
「
在

郷
軍
人
病
」
騒
動
を
想
起
さ

せ
た
。
不
整
脈
研
究
員
と
し

て
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
へ
留

学
し
た
１
９
７
５
年
７
月
、

到
着
後
１
週
間
ほ
ど
滞
在
し

たThe Bellevue Stratford

は
、
米
国
で
最
も
古
く
由
緒

あ
る
荘
厳
な
ホ
テ
ル
だ
っ

た
。
後
か
ら
考
え
る
と
、
何

と
な
く
空
調
が
カ
ビ
臭
か
っ

た
記
憶
が
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
１
年
後
、
米
国

全
体
を
震
撼
さ
せ
る
大
事
件

が
そ
こ
で
勃
発
し
た
。
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
１
７
７
６

年
７
月
４
日
に
独
立
宣
言
の

交
付
さ
れ
た
街
で
、
建
国
２

０
０
年
祭
で
盛
り
上
が
っ
て

い
た
１
９
７
６
年
７
月
、
米

国
在
郷
軍
人
の
年
次
総
会

が
、T

he B
ellevue 

Stratford

で
開
催
さ
れ
た
。

事
件
と
は
、
参
加
者
や
ホ
テ

ル
周
辺
の
通
行
人
に
原
因
不

明
の
重
症
肺
炎
が
集
団
発
生

し
た
こ
と
だ
っ
た
。
患
者
が

２
２
１
名
、
う
ち
２
９
名
が

死
亡
し
た
。
当
初
は
細
菌
テ

ロ
か
と
の
噂
が
飛
び
交
い
騒

然
と
な
っ
た
。
最
終
的
に
は

Ｃ
Ｄ
Ｃ
（Centers for 

Disease Control

）
の
調
査

に
よ
っ
て
、
未
知
の
グ
ラ
ム

陰
性
桿
菌
が
発
見
さ
れ
、
在

郷
軍
人
会
（Am

erican 
Legion

）
の
名
を
取
っ
て
、

legionnaires'disease

と
命

名
さ
れ
た
。
土
壌
の
常
在
菌

で
、
ホ
テ
ル
の
冷
却
塔
に
舞

い
込
ん
で
繁
殖
し
、
そ
の
冷

却
塔
か
ら
の
循
環
水
の
飛
沫

が
、
近
く
の
エ
ア
コ
ン
の
空

気
取
入
れ
口
か
ら
吸
引
さ

れ
、
各
部
屋
の
エ
ア
コ
ン
吹

出
し
口
か
ら
散
布
さ
れ
て
、

人
に
暴
露
し
た
こ
と
が
分
か

っ
た
。
私
も
１
年
前
の
滞
在

で
日
本
人
患
者
第
１
号
に
な

っ
て
い
た
か
も
と
思
う
と
ぞ

っ
と
し
た
。
そ
の
後
の
Ｃ
Ｄ

Ｃ
の
調
査
で
、
２
年
前
に
も

そ
こ
で
同
様
なoutbreak

が

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
の
ホ
テ
ル
は
、
こ
の
騒
動

を
機
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次

ぎ
、
同
年
11
月
に
倒
産
し

た
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
感
染
拡

大
を
契
機
に
、
日
本
版
Ｃ
Ｄ

Ｃ
設
置
が
議
論
さ
れ
て
い
る

が
、
米
国
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
45
年
前

か
ら
既
に
感
染
対
策
の
主
役

で
あ
っ
た
。

（
小
川
聡
ク
リ
ニ
ッ
ク
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三四会社会功労賞の推薦について
目的　�地域社会、社会貢献を通じて顕著な功績により三四会の名

誉を高めた三四会員を表彰し実学としての慶應医学の発展
を図る。

対象　１．�表彰目的に沿った優れた業績をあげた三四会正会員
（本塾関連病院のみではなく、研究施設、他大学、地
域で業績をあげている三四会員も含む）

　　　２．年齢は問わない。
　　　　　
推薦方法
　　　１．�推薦者は、三四会役員、三四会評議員、慶應義塾大学

医学部教授、慶應義塾大学関連病院会会員および他大
学教授（三四会員）とします。

　　　２．�推薦者は、候補者の承諾を得た上で、所定の書式（三
四会社会功労賞推薦状）により候補者を推薦してくだ
さい。

　　　３．�締め切りは、2021年４月16日（金）必着、三四会事務局
宛とします。

　　　４．�提出部数は、推薦状、被推薦者略歴、表彰目的に沿っ
た業績目録、客観的に評価しうる資料等、オリジナル
1部とコピー10セットが必要です。

　　　５．�以前推薦したが、受賞されなかった方の再推薦も可能
です。

　※推薦書のダウンロード、必要書類等は下記URLをご覧下さい。
　URL:�http://www.sanshikai.jp/award/kourousyo/index.html

選考ならびに受賞
三四会長を委員長とする三四会社会功労賞選考委員会による厳正
な選考の結果、原則１名の受賞者を決定します。受賞者は2021年
６月12日（土）に予定されている三四会定例評議員会で表彰され、
賞状および副賞が授与されます。

三四会奨励賞の推薦について
Young�Investigator�Award,�Keio�University�School�of�Medicine�

Alumni�Association（Sanshikai）

目的　�若手の三四会会員の研究を奨励し、実学としての慶應医学
の発展を図る。

対象　１．�次の各分野ですぐれた業績をあげた三四会正会員で三
四会員として少なくとも１年は経過している者（本塾
関連病院のみではなく、研究施設、他大学、地域等で
業績をあげている三四会員も含む）

　　　　　対象となる分野
　� 　　イ、臨床医学　　ロ、基礎医学
　　　２．満40歳以下
推薦方法
　　　１．�推薦者は、三四会役員、三四会評議員、慶應義塾大学

医学部教授、慶應義塾大学関連病院会会員および他大
学教授（三四会員）とします。�

　　　２．�推薦者は、候補者の承諾を得た上で、所定の書式（三
四会奨励賞推薦状）により候補者を推薦して下さい。

　　　３．�推薦締切りは2021年４月16日（金）必着、三四会事務局
宛とします。�

　　　４．�提出部数は、推薦状、被推薦者略歴、論文別刷（学術
集会発表の場合はそれを証明するコピーと800字程度
の抄録）、オリジナル1部とコピー10セットが必要です。�

　　　５．�対象となる研究が共著論文の場合は共著者の承諾書
（オリジナル１部とコピー10部）が必要となります。�

　※�推薦状、略歴、論文、共著者の承諾書を順に組んで１部と
し、コピーも同じ体裁に整えてください。

　※推薦状のダウンロード、必要書類等は下記URLをご覧下さい。
　URL：http://www.sanshikai.jp/award/shourei/index.html

選考ならびに受賞
三四会奨励賞選考委員会による厳正な選考の結果、約８名程度の
受賞者を決定します。受賞者は2021年６月12日（土）に予定され
ている三四会定例評議員会で表彰され、賞状および副賞が授与さ
れます。
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ド
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）

シ
リ
ー
ズ
連
載

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︲
19
と
共
に
。海
外
で
働
く

第
４
回

　

英
国
で
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐

19
の
初
め
て
の
患
者
が
確

認
さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど

一
年
。
全
国
規
模
で
の
計

3
回
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
や

国
の
威
信
を
か
け
た
ワ
ク

チ
ン
の
開
発
と
接
種
推
進

な
ど
、
激
動
の
一
年
だ
っ

た
。
英
国
で
は
人
的
被
害

が
深
刻
で
、
人
口
約
６
８

０
０
万
人
に
対
し
、
感
染

者
数
が
計
４
０
０
万
人
以

上
、
死
亡
者
数
が
12
万
人

以
上
に
の
ぼ
る
。
一
方
、

昨
年
12
月
以
降
ワ
ク
チ
ン

の
普
及
は
進
み
、
２
０
２

１
年
２
月
現
在
で
医
療
従

事
者
や
高
齢
者
な
ど
を
中

心
に
国
民
の
５
人
に
１
人

が
一
回
目
の
接
種
を
終

了
、
感
染
収
束
に
向
け
た

希
望
が
見
え
始
め
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
南
ロ
ン
ド
ン
の
モ
ー

ズ
レ
イ
病
院
で
精
神
科
医

と
し
て
活
動
す
る
中
で
体

験
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た

い
。

　

昨
年
３
月
、
原
則
対
面

診
療
を
遠
隔
診
療
に
切
り

換
え
る
こ
と
が
国
全
体
で

通
達
さ
れ
、
私
が
働
く
統

合
失
調
症
の
専
門
外
来
で

も
、
初
診
を
含
む
大
半
の

ン
デ
ミ
ッ
ク
中
、
Ｅ
Ｃ
Ｔ

の
提
供
を
中
断
し
た
医
療

機
関
も
少
な
く
な
い
中
、

一
度
も
中
断
す
る
こ
と
な

く
治
療
を
続
け
て
い
る

こ
と
が
チ
ー
ム
の
誇
り

だ
。

　

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
中
の
出

勤
は
緊
張
を
伴
っ
た
が
、

病
院
に
は
毎
日
地
元
の
市

場
か
ら
新
鮮
な
野
菜
や
果

物
の
差
し
入
れ
が
届
き
、

病
院
の
廊
下
に
は
地
元
の

子
供
達
か
ら
の
感
謝
や
励

ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
び

っ
し
り
並
ん
だ
。
地
域
に

対
し
、
大
き
な
貢
献
を
し

て
い
る
と
い
う
実
感
が
持

て
て
嬉
し
か
っ
た
。

　

感
染
リ
ス
ク
に
曝
さ
れ

な
が
ら
働
く
中
、「
な
ぜ

自
分
は
異
国
の
地
で
、
こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
も
こ

の
仕
事
を
続
け
る
の
だ
ろ

う
か
」
と
自
問
自
答
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
突
き
詰

め
て
出
た
答
え
は
、「
や

は
り
自
分
は
精
神
科
臨
床

が
好
き
で
、
患
者
と
一
緒

に
問
題
解
決
に
取
り
組
め

る
こ
と
は
喜
び
だ
か
ら
」

だ
っ
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
最
中
を
、
予
想
以
上
に

逞
し
く
し
な
や
か
に
生
き

る
患
者
の
姿
か
ら
、
勇
気

を
も
ら
う
こ
と
も
多
々
あ

っ
た
。

　

こ
こ
で
感
じ
た
こ
と

を
、
今
後
の
臨
床
や
人
生

に
お
い
て
大
切
に
し
て
い

き
た
い
。

診
察
が
ビ
デ
オ
会
議
や
電

話
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
遠
隔
診
療
は
、
患

者
と
治
療
者
の
双
方
に
お

い
て
慣
れ
が
必
要
で
あ
っ

た
が
、
思
わ
ぬ
メ
リ
ッ
ト

も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ビ

デ
オ
会
議
に
は
場
所
を
問

わ
ず
何
名
で
も
参
加
で
き

る
た
め
、
複
雑
な
症
例
で

は
紹
介
元
の
医
師
を
含
む

形
で
初
診
を
行
え
た
。
ま

た
、
当
時
私
が
担
当
し
て

い
た
難
し
い
患
者
の
診
察

に
指
導
教
授
に
一
緒
に
入

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
、
学
び
の
機
会
が
広
が

っ
た
。
一
方
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
電
話
回
線
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
な
い
患
者
も

一
定
数
い
る
た
め
、
年
齢

や
経
済
格
差
を
反
映
し
た

digital divide

な
ど
課
題

も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
電
気
け
い
れ
ん

療
法
（
Ｅ
Ｃ
Ｔ
）
外
来
で

は
、
ス
ペ
イ
ン
人
の
精
神

科
医
が
母
国
か
ら
戻
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
３
月
下
旬
か
ら
急
遽

代
役
と
し
て
隔
週
で
Ｅ
Ｃ

Ｔ
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
い
つ
の
間
に
か
固

定
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
現

在
も
継
続
し
て
い
る
。
パ

決
意
も
新
た
に
、

い
ざ
臨
床
実
習
へ

第
16
回 

白
衣
式

私たち１0２回生は、

医のプロフェッショナルたる

自覚を胸に日夜研鑽に努め、

関わる全ての人に

報恩謝徳の念の抱き、

次世代の医療の核と

なることを、

ここに誓います。

102回生 誓いの言葉

社
中
一
丸
の
絆
を
強
め
て

コ
ロ
ナ
禍
の
克
服
を
誓
う

2021年 医学部新年祝賀式開催
　

去
る
１
月
９
日
、
令
和
２

年
度
白
衣
式
が
北
里
講
堂
に

て
執
り
行
わ
れ
た
。
今
年
は

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
影
響
で

学
生
と
保
護
者
が
一
堂
に
会

す
る
こ
と
は
叶
わ
ず
、
来
賓

の
先
生
方
と
代
表
の
学
生
を

除
き
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加

と
な
っ
た
。
医
学
生
の
臨
床

実
習
の
門
出
を
祝
う
白
衣
式

は
本
塾
が
２
０
０
６
年
に
我

が
国
で
い
ち
早
く
取
り
入

れ
、
今
年
で
16
回
目
を
迎
え

る
。

　

式
典
に
は
天
谷
雅
行
医
学

部
長
、
北
川
雄
光
病
院
長
、

武
田
純
三
三
四
会
長
ら
が
列

席
し
、
臨
床
実
習
を
控
え
た

１
０
２
回
生
１
１
４
名
に
祝

辞
を
送
っ
た
。

　

天
谷
医
学
部
長
は
、
白
衣

を
着
る
こ
と
の
意
味
や
、
医

師
と
し
て
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
持
つ
こ
と
の

重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
語

り
、
１
０
２
回
生
の
門
出
を

祝
福
す
る
と
と
も
に
慶
應
医

学
を
社
会
に
施
す
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
促
し
た
。

　

北
川
病
院
長
は
白
衣
姿
で

列
席
し
、
自
身
の
着
て
い
る

襟
の
立
っ
た
白
衣
の
ル
ー
ツ

に
つ
い
て
述
べ
た
。
ま
た
、

時
と
し
て
白
衣
は
圧
迫
感
や

恐
怖
感
を
与
え
る
こ
と
が
あ

る
と
し
た
う
え
で
、
白
衣
に

袖
を
通
し
た
と
き
に
抱
い
た

緊
張
感
と
謙
虚
さ
を
一
生
持

ち
続
け
て
ほ
し
い
と
語
っ

た
。

　

武
田
三
四
会
会
長
は
２
０

１
８
年
に
竣
工
し
た
新
病
院

棟
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
に

医
療
者
の
育
成
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
医
学

は
座
学
だ
け
で
な
く
実
際
の

現
場
で
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
述
べ
、
１
０
２
回
生

を
激
励
し
た
。
な
お
、
三
四

会
か
ら
は
記
念
品
と
し
て
印

鑑
付
き
ボ
ー
ル
ペ
ン
が
贈
呈

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
今
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
方
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
（
１
０
２

回
生
制
作
）
が
放
映
さ
れ
、

懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
に
多
く
の

学
生
が
頬
を
緩
め
た
。

　

今
年
は
接
触
の
機
会
を
避

け
る
た
め
に
先
生
方
か
ら
学

生
一
人
ひ
と
り
へ
の
白
衣
授

与
は
行
わ
れ
ず
、
各
々
が
予

め
受
け
取
っ
て
い
た
白
衣
を

画
面
の
前
で
着
用
し
た
。
そ

し
て
、
学
年
を
代
表
し
て
出

席
し
た
学
生
３
名
が
誓
い
の

言
葉
を
唱
和
し
た
。
誓
い
の

言
葉
と
は
、
有
志
に
よ
り
組

織
さ
れ
た
白
衣
式
委
員
会
を

中
心
に
１
０
２
回
生
全
員
が

協
力
し
、
数
ヶ
月
を
か
け
て

考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
門
川
俊
明
医
学

教
育
統
括
セ
ン
タ
ー
長
が
閉

会
の
辞
を
述
べ
た
。
学
生
の

教
育
担
当
と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
‐
19
流
行
下
に
お
い
て

も
学
習
環
境
を
維
持
す
る
た

め
に
奔
走
し
た
苦
労
を
語

り
、
昨
年
６
月
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
実
施
さ
れ
た
４
年
生
の

定
期
試
験
を
振
り
返
っ
た
。

ま
た
、
臨
床
実
習
は
信
頼
関

係
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
述

べ
、
学
生
と
教
員
の
間
だ
け

で
な
く
患
者
さ
ん
や
他
の
医

療
職
と
の
信
頼
関
係
が
欠
か

せ
な
い
と
語
っ
た
。

　

白
衣
式
を
終
え
て
、
私
た

ち
１
０
２
回
生
は
い
よ
い
よ

医
療
者
と
し
て
の
第
一
歩
を

踏
み
出
す
。
今
回
の
白
衣
式

が
異
例
ず
く
め
だ
っ
た
よ
う

に
、
社
会
が
変
動
す
る
中
で

日
常
生
活
や
実
習
な
ど
様
々

な
場
面
で
私
た
ち
に
も
変
化

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
と
き

に
窮
屈
な
思
い
を
す
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
工

夫
を
す
れ
ば
以
前
に
近
い
こ

と
が
で
き
る
し
、
思
っ
て
も

み
な
か
っ
た
よ
う
な
も
っ
と

良
い
こ
と
も
で
き
る
の
で
、

ま
さ
に
頭
の
使
い
ど
こ
ろ
」

と
門
川
教
授
が
述
べ
た
よ
う

に
、
全
社
会
の
先
導
者
た
ら

ん
と
す
る
塾
生
と
し
て
、
今

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が

あ
る
は
ず
だ
。
来
た
る
臨
床

実
習
で
は
常
に
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
た
と
え
悩
み

迷
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
初
心

に
帰
っ
て
誓
い
の
言
葉
を
反

芻
し
、
日
々
研
鑽
を
積
ん
で

い
き
た
い
。

 

（
４
年　

山
田
慶
英
）

白衣式に臨んだ102回生たち

新年祝賀式の様子 長谷山彰塾長によるご挨拶

自ら白衣に袖を通す

　

医
学
部
で
は
、
毎
年
新
春

を
迎
え
て
、
教
職
員
お
よ
び

三
四
会
員
に
よ
る
新
年
祝
賀

式
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
影
響

を
受
け
、
１
月
５
日
（
火
）

に
、
関
係
者
の
み
、
マ
ス
ク

を
常
時
着
用
す
る
な
ど
の
感

染
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
様

子
は
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院

２
号
館
11
階
の
大
会
議
室
よ

り
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に

て
生
配
信
い
た
し
ま
し
た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
と
親
交
の

深
い
学
校
法
人
北
里
研
究
所

か
ら
、
小
林
弘
祐
理
事
長
を

来
賓
と
し
て
迎
え
、
冒
頭
に

天
谷
雅
行
医
学
部
長
が
年
頭

の
詞
を
述
べ
、
長
谷
山
彰
塾

長
、
小
林
弘
祐
北
里
研
究
所

理
事
長
、
武
田
純
三
三
四
会

長
、
北
川
病
院
長
、
小
川
郁

医
学
部
教
授
（
教
職
員
代

表
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
賀
詞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
拡
大
す
る
厳
し

い
状
況
の
中
で
、
医
学
部
・

病
院
に
お
い
て
診
療
、
教

育
、
研
究
に
従
事
し
て
い
る

教
職
員
に
対
し
て
感
謝
の
気

持
ち
が
伝
え
ら
れ
、
２
０
２

１
年
も
医
学
部
・
病
院
の
教

職
員
、
三
四
会
員
、
そ
し
て

慶
應
義
塾
社
中
の
絆
を
よ
り

一
層
深
め
て
前
進
す
る
こ
と

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
年
祝
賀
式
と
併
せ
て

「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾

医
学
振
興
基
金
」
に
基
づ
く

慶
應
医
学
賞　

ラ
イ
ジ
ン
グ

・
ス
タ
ー
賞
授
賞
式
が
行
わ

れ
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

内
科
学
教
室
（
腎
臓
・
内
分

泌
・
代
謝
）　

助
教　

林　

香
君
と
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
内
科
学
教
室
（
消
化
器
）

　

専
任
講
師　

三
上　

洋
平

君
の
２
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

慶
應
医
学
賞 

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞
受
賞
者

（
左
か
ら
）
柚
﨑
通
介
医
学
研
究
奨
励
事
業
委
員
長
、
天
谷
雅
行
医
学
部
長
、

林
香
助
教
、
三
上
洋
平
専
任
講
師
、
長
谷
山
彰
塾
長 

撮
影
：
竹
松
　
明
季

・日時：2021年１月15日

【審議事項】
・�三四会名簿の新しい表紙のデザインを決定。ロシア国旗に類似
とのため。名簿不要者への対応について議論。
・�連合三田会からの寄付の要請に、三四会会員への広報、三四会
として10万円を寄付。
・卒業生への記念品にモバイルバッテリー（ペンマーク入り）。

【報告事項】
・「信濃町物語」を、三四会ホームページで公開。
・第１回赤倉山荘将来検討ＷＧの報告。
　�施設の老朽化に備えて、時間をかけて方向性を話し合うため。
ＣＯＶIＤ-19による利用者の減少、管理人の高齢化も考慮。赤倉
山荘再建時の資料保存について検討。
・慶應赤倉アカデミージュニア：KAA-Jr.
　�昨年、医看薬の３学部の学生による一貫高校生への説明会を開
催。内容が充実しており、３学部長の協力も得られ、期待する
声があったので、本年も開催することをお願いした。KAA-Jr.
は本年より学生公認団体となり、門川部長の努力により、３学
部長の連名で５高校に開催通知を出すことになった。2021年３
月20日（土）にオンライン開催予定。
・三四会百年記念品
　�古梶副会長より、記念品の進捗状況報告。日本酒「玉乃光」、
プリザードフラワー、名刺入れ、スクラブ、ネクタイを予定。
最終決定次第、医学部新聞等で広報予定。

【懇談事項】
・支部活動について
　�年１回の支部長会と各支部の集まりが開催されていたが、昨年
のＣＯＶIＤ-19の感染拡大により、完全に活動が停止しており、
長期となれば、支部活動の消滅につながりかねない。何らかの
新しい活動を検討する必要がある。
・三四会展示コーナーの設置
　�三四会ラウンジに、第１号からの医学部新聞をはじめとした、
三四会百年にかかわる品を展示するコーナーの設置を行う予定
である。

【会長より】
・�ＣＯＶIＤ-19の感染が終息に向かっていないばかりか、拡大傾向
にある中、自らの感染のリスク、病院・医院の収支悪化、教育
上の障害などの弊害が出てきている。また、学費の支払いに支
障が出てきている学生もいると思われるが、実態把握は困難な
状況である。三四会としてどのような形で、会員、医学部・病
院、学生への支援を行うか、続けて協議を重ねていきたい。
・�赤倉山荘は、焼失後先輩の大変な努力によって、1994年（平成
６年）に再建された。しかし、再建後四半世紀が過ぎ、老朽化
が問題となり始めている。修理修繕をはじめとする費用に加
え、建て替え問題も視野に入れて、赤倉山荘の将来について少
しずつ議論を重ねていく必要があると考えている。
・�医学部・三四会の情報発信に寄与することを目的に、昨年９月
より医学部新聞を医学部学生とその保護者の方に郵送を始め
た。一方で、三四会が医学部新聞を発行していると認識されて
いないとの意見が出された。対策の一環として本号より、理事
会報告と会長からのメッセージを載せることとした。

2021年度 第5回三四会理事会報告

国民保健サービス（ＮＨ
Ｓ）で働く医療従事者を
応援するため、新鮮な野
菜や果物、応援メッセー
ジなどが連日病院に届け
られた。無観客で行われ
た年越しイベントでは
"Thank you NHS!"のメッ
セージが夜空を飾った。


